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登
山
で
体
力
事
つ
く
り

『
百
名
が
安
達
太
良
ヘ
』

公
民
館
主
催
の
第
九
回
村
民

登
山
会
は
、
七
月
二
十
七
日
に

百
名
の
村
民
が
参
加
し
て
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
日
中
の
気
温
が
ど

ん
ど
ん
上
昇
す
る
中
で
、
滝
の

v

よ
う
な
汗
を
流
し
な
が
ら
安
達

太
良
に
登
山
し
ま
し
た
、
が
、
そ

れ
で
も
、
頂
上
近
く
の
馬
の
背

あ
た
り
に
さ
し
か
か
る
頃
に

は
、
高
山
特
有
の
涼
し
い
風
を

う
け
て
、
参
加
者
全
員
が
頂
上

を
征
服
し
ま
む
た
。

な
お
、
今
回
参
加
者
中
最
年

長
者
は
、
小
高
の
鈴
木
重
男
さ

ん
(
六
十
五
才
)
で
、
徒
歩
五

時
間
半
に
お
よ
ぶ
行
程
で
体
力

づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

A 

頂
上
征
服
の
笑
顔
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任
期
満
了
に
伴
う
村
農
業
委
員

の
選
挙
の
告
示
は
七
月
八
日
行
わ

れ
、
七
月
十
五
日
投
票
即
日
開
票

当
選
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
選
任
委
員
五
名
に
つ
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
七
月
二
十
五
日
第
一
回
の
委

員
会
を
開
催
し
た
結
果
、
会
長
に

小
針
千
代
之
助
氏
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。委

員
の
名
簿
は
次
の
と
お
り
で

す。

昭和50年 8月 1日

O
公
選
委
員

野氏

崎

名

年

令

部

落

名

進

日

川

辺

須

藤

久

雄

佐

藤

忠

岩

谷

利

秋

小

針

薫

大

竹

美

重

石

井

清

昭

宗

形

四

郎

円

谷

重

久

塩

沢

清

徳

瀬

谷

輝

次

大
和
田
一
夫

石

森

清

春

O
選
任
委
員 52 58 49 48 61 62 41 50 50 27 58 52 

川
・
辺

小

高中
岩
法
寺

竜

崎

南
須
釜

北
須
釜

士ロ

山
小
屋

須

藤

利

治

団

h

泉
村
農
協

小

林

昭

平

話

小
針
千
代
之
助
必

佐
久
間
倉
太
日

O
役

職

名

I目 メふ A
7f'; -;rミ;r:s;

妻ι 長

室γ 代

員理長

村共

タ議運
会合

小 佐 宗 小
針久針
千形千

門代 E 四代
之倉口之
助太郎助

円
谷
さ
ん
ら
表
彰
さ
れ
る

第
二
十
七
回
福
島
県
消
防
協
会

石
川
支
部
幹
部
大
会
が
、
七
月
三

十
日
石
川
町
体
育
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、

一周
上
叙
位
叙

勲
、
消
防
庁
長
官
表
彰
、
福
島
県

知
事
表
彰
、
日
本
消
防
協
会
長
'表

彰
及
び
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

の
伝
達
と
石
川
支
部
長
表
彰
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
で
表
彰
状
、
感
謝
状
を
受

け
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

@
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
伝

達
)精

勤

章

円

谷

兼

行

①
福
島
県
消
防
協
会
石
川
支
部
長

表
彰優

良
分
団

優
良
団
員

分
団
長

氏

名

年

令

推

薦

母

体

塩

沢

金

吾

川

叫

須

釜

農

協

108 

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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こ
の
た
び
の
玉
川
村
農
業
委

員
の
改
選
に
あ
た
り
、
私
こ
と

学
識
経
験
者
と
し
て
議
会
の
推

薦
を
得
て
就
任
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
会
長
及
び
県
農
業
会

議
員
に
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
よ
り
非
才
で
は
あ
り
ま

す
が
、
農
業
の
当
面
し
て
お
り

ま
す
厳
し
い
情
勢
に
対
処
し

広報

小

針

千

代

之

助

て
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
従
っ
て
事
務
を

処
理
し
、
農
家
と
農
業
の
利
益

を
代
表
し
て
農
政
課
題
の
解
決

に
全
力
投
球
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ど
鞭
撞
を
お
願
い
申
上
げ
て
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

四

辻

分

団

1ン

三

瓶

栄

真

弓

忠

清

石

井

正

登

遠

藤

潔

大

竹

勝

義

阿

部

英

栄

真
野
目
照
雄

-'/ クク-'/ 

分
長
団

タ

団

員

関

根

正

矢

部

茂

政

塩
田
好
一

石

森

金

治

永
年
勤
続
団
員
(
十
五
年
以
上
)

小

林

一

郎

小

林

松

男

小
林
金
一

柳

沼

石

雄

小

針

保

伯

大

竹

友

重

真
野
田
義
勝

塩
沢
二
三
夫

渡
辺
助
次
郎

須

釜

康

善

我

妻

貞

一

真

弓

正

光

須

釜

寿

男

上

野

芳

男

鈴
木
紘
一

真
野
目
照
雄

関

根

正

草

野

昭

夫

塩

沢

忠

一

草

野

吉

文

関

根

正

夫

矢

吹

捨

治

草

野

継

男

矢

吹

昭

七

矢

部

茂

政

森

和

元

石

森

栄

吉

関
根
正
一

ーム

金

ホ

と

イーマ

税

マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
関
係
の

あ
る
税
金
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
で
す
。

@
登
録
免
許
税

土
地
を
購
入
し
た
り
、
家
屋
を

新
築
し
た
と
き
に
所
有
権
に
関
す

る
登
記
を
し
ま
す
が
、
そ
の
際
に

か
か
る
税
金
を
登
録
免
許
税
と
い

い
ま
す
。
こ
の
税
金
は
、
売
買
に

よ
る
所
有
権
移
転
登
記
の
場
合
に

は
五
%
、
新
築
家
屋
の
所
有
権
保

存
登
記
の
場
合
は

0
・
六
%
(
た

だ
し
、
自
分
の
住
宅
と
し
て
使
う

な
ど
、
あ
る
一
定
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
場
合
は

0
・
一
%
〉
を
取

得
し
た
不
動
産
の
価
格
に
乗
じ
て

算
出
さ
れ
ま
す
。

@
不
動
産
取
得
税

土
地
や
家
屋
を
取
得
し
た
と
き

に
は
、
県
内
で
あ
る
不
動
産
取
得

正

大
和
田

一
般
個
人
感
謝
状鈴

木

一
般
団
体
感
謝
状川

辺
青
年
団

優
良
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
表
彰

玉
川
村
東
部

婦
入
消
防
隊 登

予毛

税
が
か
か
り
ま
す
。
税
率
は
取
得

し
た
不
動
産
の
価
格
の
三
%
で
す

@
所
得
税
の
住
宅

取
得
控
除

昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
か
ら

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
聞
に
住
宅
の
新
築
工
事
に

着
手
叉
は
購
入
し
た
居
住
用
り
新

築
住
宅
で
、
定
め
ら
れ
た
要
件
に

あ
て
は
ま
れ
ば
、
一
定
の
金
額
が

所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
書
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し

て
住
所
地
の
税
務
署
に
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
居
住
の
目
的

で
不
動
産
を
取
得
し
た
場
合
に

は
、
こ
の
よ
う
な
特
例
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り

の
税
務
署
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。



まがわ

附
加
年
金
で

iz-大
大
大
大
大
安

豊
か
な
老
後
を

た広報

国
民
年
金
の
附
加
年
金
制
度

は
、
よ
り
高
い
老
齢
年
金
を
う
け

る
た
め
に
定
額
の
年
金
に
上
積
み

し
て
d

う
け
る
年
金
制
度
で
す
。

こ
れ
は
、
定
額
の
保
険
料
千
百

円
に
附
加
保
険
料
四
百
円
を
あ
わ

せ
た
千
五
百
円
を
納
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
た
と
え
ば
二
十
五
年
間

加
入
す
る
と
六
万
円
(
月
額
五
千

円
〉
が
加
算
さ
れ
る
と
い
う
も
の

で
す
が
、
一
ヶ
月
で
も
二
ヶ
月
で

も
加
入
し
た
期
間
に
み
あ
っ
て
加
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算
さ
れ
ま
す
。
加
入
す
る
時
点
で

は
納
め
ら
れ
で
も
、
後
に
な
っ
て

納
入
が
困
難
な
場
合
に
は
一
且
喪

失
し
、
叉
加
入
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。現

在
玉
川
村
で
は
強
制
加
入
者

(
農
業
者
年
金
加
入
者
〉
が
、
よ
一

百
八
十
八
名
、
任
意
加
入
が
四
十

四
名
い
ま
す
。

最
近
の
統
計
に
よ
り
ま
す
と
、

六
十
五
歳
の
人
の
平
均
余
命
は
男

子
が
十
三
年
、
女
子
が
十
六
年
と

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
納
仇
明
党
附

加
保
険
料
の
額
十
二
万
円
(
二
十

五
年
納
付
〉
と
く
ら
べ
る
と
男
子

の
場
合
で
六
・
五
倍
と
な
っ
だ
返

っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
乙
の
年
金
額
は
経
済
成
長
に

と
も
な
う
生
活
水
準
の
上
昇
に
み

わ
せ
て
増
額
さ
れ
ま
す
の
で
非
常

に
有
利
な
制
度
で
す
。

国
民
年
金
の
附
加
保
険
料
を
納

め
て
、
よ
り
高
額
な
年
金
を
う

け
、
豊
か
で
明
る
い
老
後
を
す
ご

し
た
い
も
の
で
す
。

加
入
手
続
は
簡
単
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
加
入
す
る
よ
う
お
す
す
め
し

ま
す
。

す
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
使
い
や

す
い
日
記
、
最
近
の
豊
富
な
統
計

資
料
、
住
所
録
名
簿
、
全
国
宿
泊

施
設
、
郵
便
番
号
な
ど
と
な
っ
て

お
り
ま
す
勺

@

申

込

先

役

場

企

画

課

@

締

切

昭

和

田

年

9
月
初
日

①
頒
布
時
期
、
口
月
中
旬

@

頒

価

格

二

四

O
円

農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の

標
識
交
付
に
つ
い
て

最
近
ト
ラ
ク
タ
ー
が
急
激
に
普

及
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
標

識
の
交
付
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い

方
は
、
役
場
税
務
課
、
叉
は
支
所

に
て
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
る

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
手
続
き
を
さ
れ
る
場
合
に
は

印
か
ん
持
参
の
上
、
左
記
事
項
を

調
べ
て
来
て
下
さ
い
。

1
車
名

2
総
排
気
量

3
そ
の
他

ー
エ
ン
ジ
ン
番
号

村
営
住
宅
着
工

本
年
度
の
建
設
事
業
の
う
ち
、

村
道
兎
田
・
坂
ノ
下
線
の
改
良
工

事
と
、
村
営
住
宅
の
建
設
工
事
が

六
月
二
十
八
日
の
入
札
に
よ
り
発

注
さ
れ
ま
し
た
。

企

写

真

は

七
月
三
十
一
日
に
行
な
わ
れ
た

地
鎮
祭

村
営
住
宅
は
、
南
須
釜
字
長
内

地
内
に
二
棟
、
十
戸
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
工
費
二
千
五
百

三
十
三
万
円
で
鈴
木
建
設
が
工
事

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
村
道
兎
田
・
坂
ノ
下
線

の
改
良
工
事
は
、
工
費
千
百
四
八

万
円
で
湯
沢
組
が
請
負
い
、
ヱ
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
車
体
番
号

3
型
式
認
定
番
号

保
孝
V

八
月
の

村
税
に
つ
い
て

県
民
手
帳
予
約

受
付
中

八
月
は
、
村
民
税
二
期
と
国
民

年
金
二
期
の
納
期
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
入
し
て

下
さ
い
。
納
期
限
は
八
月
二
十
五

日
で
す
。

昭
和
五
十
一
年
版
福
島
県
民
手

帳
の
予
約
を
受
付
け
て
お
り
ま

女
の
一
人
旅

た
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年に一度は

結核健康診断を

本
年
も
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る

た
め
、
次
に
よ
り
一
般
住
民
結
核

健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

自
分
で
健
康
だ
と
思
っ
て
も
、

年
に
一
度
は
正
し
い

h

診

断

を

受

旬
、
自
分
の
健
康
を
確
認
し
て
お

ぎ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
健
康
診
断
に
あ
た
っ
て

一
は
次
の
点
に
注
意
願
い
ま
す
。

て
検
診
個
人
票
は
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
転
出
、
病
気
等
で
参
加
で
き

な
い
と
き
は
、
家
族
の
方
が

ら
役
場
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

、。、U

二
、
地
域
毎
に
日
時
と
会
場
を
定

め
ま
し
た
が
、
指
定
の
日
に

都
合
の
悪
い
場
合
は
、
他
の
会

場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

三
、
血
圧
測
定
と
尿
検
査
を
、
四

十
才
以
上
の
方
で
希
望
者
の
み

実

施

し

ま

す

。

、

当

局

の

業

務

運

行

に

つ

き

ま

し

四
、
今
年
は
ツ
ベ
ル
グ
リ
ソ
反
応
て
は
平
素
か
ら
ど
協
力
を
賜
り
厚

検

査

を

省

略

し

ま

す

。

く

お

礼

申

L
上
げ
ま
す
。

さ
て
郵
政
省
で
は
、
日
曜
日
に

お
け
る
郵
便
配
達
休
止
に
つ
い
て

検
討
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
当
局

に
お
い
て
も
七
月
二
十
日
の
日
曜

日
か
ら
配
達
を
休
止
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
最
近
、
従
事

員
の
処
遇
改
善
や
雇
用
安
定
対
策

し
の
一
っ
と
て
、
商
庖
や
会
社
工

場
等
で
も
日
曜
日
に
休
む
こ
と
が

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
日
程

1月

?十 十 十 十 十
五 一 十 九 ノ¥.
日 日 日 日 日 日 日 日

木 火 月 金 木 水 火 月 躍日

竜 岩 }II 四 青 Uf 北
雲沢南

E2司tR 

井 地

沢

中 法 =Eと3 須

主弓F釜須、ド 域
崎 寺、 辺 辻 弓 屋 釜 生 高、_，

午前 午後
午九時前 九午時前

午後 午前 午後 午前 午前 午前 午前

九時 九時 九時 九時 九時 九時
時

時 時 時

一 一
十分 I 十分 十分 十分 十分 十分 十分 十分

午後 午後 午前 午後 午後 午前 午後
午

午後 午後 午後
十前

ィ時
十 十

時 一 時ま
時 一 時 一 時ま ま時 時まま 一 時 時

時ま
で -十

でま
で

十分ま
ま

十分ま
で で で 間

分ま
で で

で で で

竜 母 岩 JlI 石 石 111 づJ;::Jョ 須 須 玉

崎
子 法 辺 井 井 釜 JlI 

場

健 寺 屋
公 釜

公 康 公 菊 貞
公 民

児 村
公

民 セ

館民
民 夫 民

ニ黒"'". 公一
ン 館 学

館 館 宅 宅 館 館 民 所タ

前 前 前 前 日IJ 自t 前 前 校 館

一 一一一 一

一
般
化
し
て
お
り
ま
す
。
郵
政
省

と
し
て
も
、
労
働
条
件
を
改
善
し

て
労
働
力
の
安
定
確
保
を
は
か
り

、
ま
た
日
曜
日
に
は
「
家
族
と
共

に
休
み
た
い
」
と
の
職
員
の
希
望

を
か
な
え
る
必
要
も
あ
っ
て
、
都

市
部
の
郵
便
局
か
ら
順
次
実
施
い

た
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
日
曜

日
の
配
達
を
休
止
い
た
し
ま
し
で

も
、
速
達
便
は
従
来
ど
お
り
配
達

い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
月
曜
日
に
は
外
勤
職
員

を
全
員
出
勤
さ
せ
た
う
え
、
勤
務

時
間
も
延
長
す
る
な
ど
し
て
、
日

曜
日
の
分
も
完
全
に
配
達
で
き
る

よ
う
万
全
の
態
勢
を
整
え
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
ら
の
事
情
を

ど
理
解
の
う
え
配
達
休
止
に
つ
き

ま
し
て
、
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
川
辺
郵
便
局
よ
り
〉

家
出
人
等
を
さ
が
す

相
談
所
開
設

石
川
警
察
暑
(
署
長
宮
本
豊
)

で
は
、
八
月
一
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
一
ヶ
月
間
、
「
家
出
人
等

を
さ
が
す
相
談
所
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

行
方
の
わ
か
ら
な
い
人
を
き
が

し
て
お
ら
れ
る
方
は
、
ど
う
ぞ
相

談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ペ
石
川
警
察
暑
よ
り
)

蒜
生
青
年
団
で

奉
仕
作
業

蒜
生
青
年
団
(
団
長
直
弓
泰
山

行
〉
、
団
員
十
七
名
は
、
「
環
M

境
を
良
く
し
よ
う
」
と
、
去
る
一

七
月
二
十
七
日
(
日
〉
、
朝
か
~

a

ら
一
日
が
か
り
で
、
道
路
、
カ
一

l
ブ
ミ
ラ

l
、
消
火
佳
、
公
民
ヰ

館
等
の
ま
わ
り
の
草
木
を
刈
る
一

な
ど
、
奉
仕
作
業
を
行
な
い
ま
一

し
た
o

-

団
員
達
は
「
オ
ラ
ァ
の
部
落
一

は
オ
ラ
ァ
の
手
で
」
と
、
持
ち
一

ょ
っ
た
鎌
を
慣
れ
な
い
手
つ
き
一

v

で
、
草
刈
り
に
精
を
出
し
、
炎
一

四
天
下
で
汗
を
流
し
て
い
ま
し
山

M

た。

M

W

同
青
年
団
は
、
毎
年
、
こ
の

W

よ
う
な
奉
仕
作
業
を
行
な
い
、

M

部
落
民
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま

》
す
。

、J、J、r、p、"'"
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印鑑登録の切替え手続きはおすみで、すか

たまかわ広報No. 108 昭和50年 8月1日

現在量録Lている方

本人 I γ ィ γ 、 i
の場合オ①現在登録してある印鑑|ム現在登録してある回鑑が左

の「登録できない印鑑」に

該当するときは。別の印鑑

を登録してください。

印鑑登録に必要な書類一一一

①現在登録してある印議

@委任状又はf寝入選壬届

@代潜入の回鑑

--a--B椅

登録で企きない印鑑

印影の判断が
困難なもの

代理人

の場合

新たに登録する方

①登録しようとする回鍛

②自分を証明できるもの
(運転免許証、身分証
明書等〉

ム代理人の場合と本人でも自

分を証明できる書類がない

場合は、その場では登録で

きません。村から照会書を

郵送しますので、その回答

20日以内にご自分で

お持ちください。そのうえ

で受理します。

告澄録しようとする印鑑
@謝壬状又は代理人選任墨
@代理人の回鑑

④回答書

代理人

の場合' 
縁のないもの

⑮
⑮

(jT二

本人

の場合

' 

職業やその他
の事項、模様
などを表わし
ているもの

た
い

け
で

欠
し

が
滅
の

面
麿
も

印
り
る

印鑑登録証明書の請求

4 印鑑登録証だけをご持参く

! ださいo 印維は必要ありま

本人の

場合、

i①印鑑登銀証

代理人，7t .'~ 

の場合

--a--E 
せんo

四
月
一
日
か
ら
印
鑑
登
録
証
明

制
度
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
は
、
回

覧
、
広
報
g

た
ま
か
わ
'
等
に
よ

り
す
で
に
御
存
知
と
思
い
ま
す

が
、
八
月
一
日
現
在
で
す
で
に
四

0
0人
の
方
が
新
制
度
に
よ
る
登

録
切
帯
え
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

切
替
え
期
聞
は
、
本
年
九
月
三

十
日
ま
せ
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
切
替
え
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
早
目
に
す
ま
さ
れ

る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
期
間
内
に
切
替
え
手
続
き

を
き
れ
な
い
と
、
現
在
の
登
録
ば

十
月
一
日
以
降
無
効
と
な
り
、
新

代理人選任届

住有11

民:名

生年月日

怠に係る{印鑑登録申請、

印鑑登録麗止申請、印鑑登録

証再交付申請、印鑑登録証の

受領回答書提出)につき上記

の者を誌のき代理人に選任し、

その権限を委任したのでお屈

ずけします白

昭和年

住所

氏名

@( )内の事項は必要なも

ののみ記入すること。

方
な

正
ら

の
ま

り
収
の

は
に
も

思
形
い

百その他、 ゴム印、 ユ・ピワ印、
万能回、三文判、同一家族
内での同印、印章が折れて
2.0ミリに満たないものは萱

轄でき痩せんO

規
登
録
と
同
様
の
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
切

答
え
手
続
き
を
さ
れ
た
方
や
、
新

規
登
録
さ
れ
た
方
に
は
「
印
鑑
登

録
証
」
を
無
料
で
差
し
あ
げ
、
以

後
印
鑑
証
明
書
が
必
要
な
場
合
に

は
、
実
印
の
持
ち
運
び
を
す
る
こ

と
な
く
、
こ
の
「
印
鑑
登
録
証
」

を
持
参
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
次
の

と
お
り
で
す
が
、
大
切
な
印
鑑
の

畳
録
や
切
替
え
手
続
き
は
本
人
白

か
ら
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま

す。

印

日

殿

月

五JII村長



野

菜

栽

培

拡

っ

て

み

て
、
最
近
強
く
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
は
弘
一
人
が
感
じ
て
い

で
な
く
、
だ
れ
も
が
感
じ

6 

こ
?
と

は
な
く
、
ち
ょ

っ

と

し

た

よ

る

栽

培

環

境

の
改
諮
問
へ
の
努
力
こ
そ
が
、
最
も

大
却
な
農
業
技
指
で
あ
、
る
と
い
う

自
覚
に
立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
ハ
ク
サ
イ
を
ま
く
時
期
に
あ
た

り
、
今
後
の
対
策
を
縮
閥
単
に
列
記

し
て

高
校
生
の

再確認

校
外
生
活
に
つ
い
て

な
ぜ
そ
ん
な
に
変
免
し
な
け
れ
ば

文
と
し
て
決
鍛
さ
れ
ま
し
た
の

で
ど
協
力
を
重
ね
て
お
誤
い
し

ま
す
。

決
議
文
(
前
文
略
〉

て
お
∞
を
超
え
る
パ
イ
ク
は

襲
用
さ
せ
な
い
。

二
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
紐
は
か
た

く
し
め
さ
せ
る
。

一
一
一
、
速
の
り
遊
び
ゃ
深
夜
に
は

絶
対
に
パ
イ
ク
は
つ
か
わ
せ
な

、。呂
、
親
子
，
で
あ
っ
て
も
二
人
乗

号
泣
し
な
い
。

五
、
パ
イ
ク
の
貸
し
岱
り
は
絶

対
さ
せ
な
い
。

い
し
ま
す
。

な
お
こ
い
県
南
高
等
学
校

保
護
議
員
連
絡
協
議
会
の
総
合
で

の
決
議
事
項
を
申
じ
添
え
ま
す

と
、
総
会
誌
去
る
六
月
二
十
五
日

関
係
者
九
十
余
名
が
出
燃
し
、
熱

気
溢
れ
る
協
議
、
討
議
が
な
さ
れ

次
の
こ
と
が
決
定
し
、
採
護
者
の

方
々
二
関
係
各
機
関
に
呼
び
か
け

て
お
り
ま
す
。

一
、
高
校
生
の
交
通
事
故
総
裁
の

た
め
総
力
を
結
集
し
活
動
す

る。

二
、
高
校
生
の
非
行
化
の
第
一
歩

と
し
て
喫
鰐
の
防
止
に
努
力

す
る
。

一
見
に
最
近
全
霞
的
に
暴
走
践
の

こ
と
が
テ
レ
ピ
、
薪
間
報
等
で
報
道

さ
れ
、
・
そ
の
無
軌
道
ぶ
ち
は
広
く

知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
島
り
ま

す
が
、
本
県
で
も
組
織
化
さ
れ
た

も
の
と
し
て
十
八
グ
ル
ー
プ
え
苔

仲
ゆ
が
県
警
の
調
査
で
現

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

の
約
半
数
空
局
校
生
で

一
日
か
，ち

入
号
、
夏
休
み
中
に
勉

学
に
力
を
入
れ
る
高
校
生
、
又
身

体
を
よ
り
一
一
層
鍍
錬
し
よ
う
と
運

動
に
力
を
入
れ
る
高
校
金
、
と
そ

れ
ぞ
れ
目
的
に
向
っ
て
活
動
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
は
、
規
律
正
し

か
っ
た
学
校
生
活
か
ら
解
放
さ
れ

て
、
非
行
ル
仙
の
第
一
歩
を
踏
出
す

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
村
に
も
、

県
南
高
等
学
校
保
護
勢
同
県
漉
絡
協

議
会
か
ら
委
窮
さ
れ
、
高
校
生
の

補
導
に
当
る
方
々
が
一
一
一
十
一
名
お

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
々
で
玉
mm
方
部
会

を
結
成
し
一
年
間
の
事
業
計
麗
を

作
h

ソ
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
現

在
当
村
か
ら
高
等
学
校
へ
通
学
し

て
い
る
高
校
生
は
三
百
正
十
名
を

教
え
て
お
与
ま
す
。
ま
し
て
校
外

生
活
に
お
い
て
は
、
制
服
な
ら
ず

私
服
に
着
が
え
て
い
る
の
で
、
高

校
生
と
一
般
の
入
と
の
見
分
け
v

に

く
い
の
が
実
状
で
あ
り
ま
す
。
保

護
者
各
位
に
お
い
て
は
冒
境
、
子

供
達
を
非
行
化
あ
る
い
は
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
、
子
供
連
と
話

合
っ
て
高
校
生
が
明
朗
で
健
全
な

校
外
生
活
が
で
き
ま
す
よ
う
お
額

る。
あ
ま
り
自
さ
き
の
こ
と
に
気
を

と
ら
れ
、
短
期
決
戦
型
の
経
営
、

栽
培
技
衡
に
主
つ
て
は
い
な
い
だ

ろ
う
か
、
栽
器
技
術
に
限
っ
て
み

る
と
、
多
く
の
新
し
い
肥
料
、
農

薬
、
資
材
に
よ
っ
て
技
術
が
組
み

立
て
ら
れ
、
・
ま
る
で
手
品
の
よ
う

に
、
そ
の
肥
料
や
農
薬
を
震
う
と

大
変
収
量
が
上
っ
た
よ
う
託
感
遣

い
を
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
、

最
も
基
本
的
な
、
そ
の
野
菜
の
生

理
、
そ
れ
に
基
づ
く
作
製
、
そ
し

て
土
つ
く
り
、
そ
れ
ら
を
無
読
し

神
経
質
な
ま
で
の
薬
剤
散
布
)
施

問
、
操
業
技
携
は
、
そ
ん
な
底
の

浅
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
ち
ょ
っ
と

気
の
き
く
排
水
工
夫
、
数
き
ワ
ラ

や
こ
ま
め
な
ク
ワ
の
入
れ
方
で
、

け
つ
こ
う
立
派
な
生
産
を
上
げ
て

い
た
技
帯
、
多
少
の
病
撤
回
に
も
お

ど
ろ
く
こ
と
な
く
や
っ
て
き
た
技

術
、
長
い
鶴
つ
ち
か
わ
れ
て
き
た

栽
培
技
箭
は
、
ど
ζ

へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
今
や
効
果

の
上
っ
た
農
薬
は
残
留
議
の
問
題

で
消
え
て
し
ま
い
、
あ
る
い
は
、

震
用
制
限
合
受
け
て
い
る
。

こ
こ
に
査
一
り
、
私
た
ち
は
、
誇

大
笠
法
に
迷
わ
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
自
分
た
ち
が
今
ま
で
っ
ち
か

本技術の

に
、
全
層
施
肥

@
鑑
素
把
料
は
過
剰
に
な
ら
な

い

よ

う

に

み

@
播
種
時
の
も
み
が
ち
被
覆

車
怪
二
十

t
一
一
十
五
セ
ソ
チ

メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
一

t
一・

蕊
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
み

が
ら
被
覆

③
中
耕
捻
草
は
播
種
後
三
十
日

で
完
了

詔和50年 8月1日

ハ
県
蕗
高
校
保
護
委
員
連
絡

玉
川
方
部
会
〉

No. 108 

く
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
自
分

た
ち
が
工
夫
し
、
つ
ち
か
つ
て
来

た
技
荷
を
、
も
う
一
度
思
い
お
こ

し
取
ち
入
れ
、
再
確
認
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

新
し
い
技
術
と
古
い
技
術
、
そ

ん
な
こ
と
ば
は
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
、
基
本
的
な
技
術
と

応
急
対
策
技
第
が
あ
る
だ
け
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

農事メモ

主主
ð~ 

た まかわ

す。
こ
の
と
き
に
あ
た
り
、

故
絶
誠
を
期
す
る
た

の
窓

会
記
、
お
い
て
次
の
事
が
特
に
決
議

広報

〈
山
川
操
業
故
長
普
及
所
〉



たまかわ

岩
法
寺
連
続
優
勝

青
年
間
陸
上
競
技
大
会

JA報

第
四
回
玉
川
村
青
年
題
連
絡
協

議
会
〈
ム
首
長
真
弓
野
湾
〉
主
催
陸

上
競
技
大
会
が
、
去
る
七
月
十
五

日
、
須
釜
小
学
校
校
庭
に
お
い
て

開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に

人
が
参
加
、
十
八

熱
戦
を
畏
慰
問
し
、

青
年
盟
が
震
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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男
子
の
部

百
メ
ー
ト
ル

一
.
位
石
森
正

ニ
位
審
弁
.
幸
ニ
ハ
小
〉

一
一
一
位
小
芥
伸
一
(
竜
〉

四
百
メ
ー
ト
ル

…
金
関
根
勝
一
(
北
)

二

位

指

蘇

正

治

会

哲

三
位
大
竹
正
光
〈
岩
〉

千
五
百
メ
ー
ト
ル

一
位
角
田
守
之
ハ
中
〉

一
一
位
小
林
和
己
(
中
〉

一
一
…
位
馬
上
久
光
(
青
〉

五
千
メ
ー
ト
ル

一
生
角
部
守
之
〈
中
〉

ニ
位
大
竹
徳
良
(
岩
〉

三
位
小
林
和
臼
ハ
中
〉

一
万
メ
ー
ト
ル

南
須
釜
分
団

位
小
林
和
己
(
中
〉

ニ

泣

大

竹

態

三
位
角
毘
・
得
。

ス
ウ
ェ

i
デ
ン
リ

ν
!

一
金
岩
法
寺

北
須
釜

南
須
釜

走

犠

跳一
位

二
位

三
位

走

高

跳一
位

IJ、増小

林子自

体点展
良

南

増
子
貞
美
ハ
南
〉

野
崎
次
男
〈
川
〉

佐
久
間
悦
男
(
岩
)

砲

丸

投一
位

二
位

三
位

石小

笠針開

高一利
男郎

路 m
'..../、J

惜
し
く
も
三
位

「
ポ
ン
プ
操
法
石
川
地
区
大
会
」

第一

γ
プ
操

該
競
技
会
お
川
地
拡
大
舎
は
、
野

天
に
恵
ま
れ
た
七
月
十
六
謀
、
我

が
村
の
玉
川
第
一
小
学
校
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
石
市
管
内
五
町

村
の
消
時
初
出
か
ら
、
一
ポ
ン
プ
自
動

車
の
部
、
小
獲
動
力
ポ

γ
プ
の
部

に
舎
一
チ
:
ム
が
出
場
し
て
競
技

す
る
も
の
で
、
我
が
村
か
ら
は
ポ

A 

健
隠
す
志
南
舗
兼
分
自

ン
プ
自
動
車
の
部
拡
講
須
釜
分
自

が
、
小
型
動
力
ポ
γ
プ
む
部
に
川

辺
分
間
が
そ
れ
ぞ
れ
練
期
闘
を
つ
み

重
ね
て
出
場
し
ま
し
た
。

結
果
は
靖
し
く
も
南
須
釜
分
間

が
…
…
一
誌
、
用
辺
分
間
が
五
位
に
お

わ
れ
J

ま
し
た
が
、
消
防
団
員
ら
し

い
立
授
な
強
度
で
し
た
。
出
場
さ

れ
た
選
手
の
み
な
さ
ん
を
は
じ

め
、
関
係
分
間
の
み
な
さ
ん
ど
苦

努
さ
ま
で
し
た
。

お
互
い
疋

注
意
し
ま

し
ょ
う

一
段
跳

一
位

二
位

塩

関

恕

大

智

正

大
有
一
郎
ハ
岩
〉

一
住

一一位
一一一位

男
子
総
合

一
位

ニ
位

一一一位

車
問
利
重
(
小
〉

一
ね
森
春
男
(
山
〉

お

正

ハ

岩

)

岩

法中

南

須

釜

女
子
の
部

百
メ
ー
ト
ル

一
致
小
針
農
早
人
中
〉

二
日
泣
須
釜
ミ
ツ
イ
〈
溜
〉

三

位

森

ち

か

子

3
5

メ
ー
ト
ル

一
増
子
茂
子
〈
講
〉

一
須
釜
ミ
ツ
イ
ハ
岩
〉

森
ち
か
子
会
ロ
)

走

幅

銚一
位

二
位

岩
森
節
子
ハ
山
〉

塩
沢
ト
シ
子
〈
硝
〉

一一一位

走

高

跳一
金

二
桂

増

子

茂

有
賀
明
美
(
吉
〉

野
口
初
子
(
北
〉

磁

丸

投
一
位
佐
久
間
イ
ヨ
子
(
岩
〉

一一位
三
位

一
一
一
種
競
投

一
位

我
一
番
久
子
ハ
出
〉

小
針
豊
子
ハ
中
〉

石
森
美
枝
子
ハ
山
〉

練
技
キ
ヨ
子
(
北
〉

四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

一
位
階
須
袋

二
位
山
小
艶

一
二
位
岩
法
等

女
子
総
合

一
位

エ
位

男
女
総
合

一
生

二
泣

一一一泣

山
小
屋

南
須
釜

岩法・唱す
中

南
須
釜
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昭和50年度「家庭の日」

募集について

昭和50年 8月 1日

の道童
日
• 

写童
日
• 文伝r

aa

，
 

子
ど
も
が
心
身
と
も
託
す
こ
や

か
に
成
長
す
る
た
ゐ
に
は
、
よ
い

家
臨
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
る
に
は
、
家
臨
の
な
ご

や
か
な
話
し
合
い
を
溜
じ
て
、
家

族
全
員
の
意
思
の
疏
通
と
感
構
の

融
和
を
は
か
り
、
お
互
に
理
解
し

あ
う
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
あ
ち
ま

す
。

No. 108 た まかわ広報

議
島
県
が
推
進
し
て
い
る
「
家

…
の
日
」
合
機
会
に
、
信
ん
べ
む
家

一
が
わ
が
家
の
あ
り
方
を
投
討

し
、
よ
り
館
企
な
家
躍
を
つ
く
り
の

意
識
を
た
か
め
て
い
く
よ
う
「
家

庭
の
日
」
作
文
及
。
議
事
・

作
品
を
募
集
い
た
じ
ま
す
。

作
文
募
集
あ
ん
な
い

「
擦
続
の
日
い

内
容子

ど
も
の
立
場
:
:
:

の
日
」
を
中
ゐ
に
家
挨
み
ん
な

が
揺
し
あ
い
、
協
力
し
あ
い
、

楽
し
み
あ
っ
て
い
る
よ
う
す
を

と
り
あ
げ
た
も
の
。

農
の
立
場
:
:
:
「
家
庭
の

呂
」
の
あ
れ
ソ
方
、
考
え
方
、
家

庭
づ
く
り
の
努
力
、
こ
れ
ら
の

家
躍
な
ど
に
つ
い
て
建
設
的

と
り
あ
げ
た
も
の
。

謀
議
期
限

昭
和
五
十
年
九
晃
三
十
自

は

mg室町謡同叩=コ5==】四四回----==---ご
-
Z
Z
2
2
吾
喜
三
謹
吾
護
器
禁
g
g
器
室
2
2
芸
=
=
m
-
=
三
主
主
主
乏
三
室
芸
歪
芸
器
器
苦
州

l

佳

子

主

事

ふ

山

崎

l

判

i

弘

北

中

守

一

品

4

‘e

v

m

川

沌

認

ち

て

阿

武

隈

の

橋

古

今

に

け

り

m

そ

ま

、

出

…

是

認

石

に

a
射

し

て

桂

の

お

側

味

け

り

m

m

家

族

み

な

持

雨

の

弱

さ

の

風

邪

ひ

け

れ

7

m

m

奏

も

子

も

孫

も

良

部

引

く

持

雨

お

わ

る

w

s

鈍

下

げ

て

老

い

し

石

エ

の

友

摺

子

山

一

青

戸

会

分

け

て

荷

造

ふ

村

わ

ら

ベ

m

m

山

主

に

絹

の

花

咲

き

星

慈

の

f

m

m

r
z湾
省
認

ze
，.-需
-
-
'
"
a
-
-
-
-
=
=
=
z
z
z
宗
之
芝
尽
き
言
芸
公
認
器
若
芸

E
Z主
主
主
主
主
-
-
m慣

--e-a-a----m島民自脳同騨自主主主主

5
2芸
三

募
集
対
象

潟
河
内
に
岩
住
す
る
年
令
六
才

以
上
の
も
の
の

忠
寡
の
方
法

付
四
百
字
詰
探
縞
用
紙
を
控

用
し
て
縦
書
と
す
る
o

，
R

∞
枚
数
に
つ
い
て
は
小
学
校

児
童
は
三
枚
以
内
、
そ
の
他

に
つ
い
て
は
三
枚
以
上
七
枚

以
内
と
す
る
。

書
写
・

あ
ん
な
い

集

小
学
校
の
部
(
漕
欝
〉

一
、
二
年
生

題

材

お

や

こ

題五
材

の
日

中
学
校
の
部

題

材

親

子

の

対

話

高
校
一
般
の
部
(
長
虫
〉

家
躍
の
告
に
ち
な
ん

だ
題
材

竹町、て募
募は築

小の作期
.方文隈

法と
同募
己集
。対

象

つ

縦高

る
0

0

高
校
・
一
般
の
部

半
紙
又
一
は
小
画
築
紙
半
切

鶴持
す
る

入
選

各

部

門

ご

と

最

穫

秀

賞

点

震

秀

賞

若

干

佳

作

若

干

入
選
者
に
は
県
知
事
か
ら
賞

状
並
び
に
賞
品
を
贈
る
。

送
付
先

玉
川
村
役
場
住
民
課
叉
は
、
千

九
六

O
、
福
島
市
杉
妻
町
一
一
ノ

十
六

福
島
県
生
活
環
境
部
青
少
年
課

あ
て
。

山…必一拶の立
h

枯
れ
た
注
意
…
ゃ
…
…

今
年
は
杉
の
立
枯
れ
減
ま
ん
延
復
(
予
訪
〉
す
る
た
め
に
は
、

の

徴

候

が

見

受

け

ら

れ

ま

す

。

⑧

肥

料

道

す

こ

と

で

す

。

と
れ
は
黒
粒
震
で
下
校
の
ガ
か
肥
料
は
準
寵
し
で
あ
り
ま
す
、

ら
次
第
に
上
売
に
向
っ
て
枯
れ
て
ど
詰
分
の
杉
山
を
調
査
の
上
早
信

行
く
病
気
で
す
、
誌
だ
け
は
枯
れ
に
中
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま

せ

ん

、

こ

れ

を

一

刻

も

早

く

田

石

川

地

方

森

林

組

合

と

す

小蒜 m部

。ク

高生 辺落

竜

~ ~ ~ 

崎

北甫

~ ~緊須ク

釜釜

ごお
ざ誕

cい生
序まお
忍すめ
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書と
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ら
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出

生

会民 児
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代 名
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孫 努男女孫 女 槙

〔
ご
潜
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建
み
申
し
上
げ
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す
}

部
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須
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須

釜
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m
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健
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五
量
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書
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s

一

途

雷

法

弁

一

一

郎

一

一

雪

か

げ

に

は

か

に

落

ふ

り

し

山

ょ

に

時

通

ぎ

て

一

川

開

ゆ

遠

宮

の

者

山

山

場

ょ

う

の

さ

庭

境

し

く

吾

が

を

れ

ば

月

従

な

が

田

町

ら

に

議

官

問

ゆ

刈

…

ど

し

ゃ

降

り

の

時

と

な

う

っ

、

前

山

の

青

山

常

の

川

即

ょ

に

ど

ど

ろ

く

宮

岡

山
タ
つ
陽
の
に
泣
か
に
か
く
れ
味
の
村
に
た
ち
ま

川

ち

い

た

る

大

き

山

冷

酷

川

ゆ

き

く

れ

て

蒸

は

さ

び

し

き

も

の

な

る

か

産

の

晴

山
も
灯
に
ゆ
処
理
を
開
け

-

q

m

知
!
"
さ

l
i
l
i
-
-制

E
l
i
-
i
-

〈
七
月
分
の
死
亡
罵
書
か
ら
〉

死
亡
者
氏
名

小

原

モ

ト

榊

枝

キ

チ

〈鉛〉
ハ
η〉

世
帯
主
名

春

一

一

栄

広

続

柄母母




